
この七条大橋の自己紹介にたいして、私たちは、どうしたあげたら、エエとお思や

すか？マダ２年ほど時間が有ります。市民力で「エエ案」を考えてあげませんか？！。

裏面にご提案やお考えを書いてお知らせ下さい。
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七条大橋の南側・ ↓橋脚やその土台は黒く汚れている

七条大橋の東北側から南側をみた写真 ↓・汚れ方は同じ。
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京都は古い町、年行事として、お寺や神社で、はり(針）
供養、くし（櫛）供養など色々の「お道具の供養」が行わ
れてきました。橋も人間が造った道具の一つです。

橋は、老若男女、思想信仰、貧富貴賎を問わず、自動車や
電車、時には超重い戦車まで、鴨川を渡らせる役目を務めま
した。橋は自分のことは言わず、公平無私で１００年近く。

そんな姿勢で、幾多の洪水にも耐え、建設時の欄干や高
欄が、兵器用に取られても、姿勢は変えず、自らの背中を
使わせてくれました。
貴方の生れるまえからズート１００年近く。

橋が言葉を使えたら、【人間とは恩知らず、身勝手な川上
に置けない動物だ】とさげすむかもしれません。

私たちはそう言われても平気でいられますか？
京都人として、否人間として！
間も無く１００歳の七条大橋に、貴方が出来るはありませ
んか？

それでも京都のイケズを通しますか？！
文責：集酉楽サカタニ 取締役相談役＝略して隠居

酒谷義郎(七十七歳）

お返事をお待ちします。 FAX：075-561-9821 info@soske.jp

TEL：075-561-7974

面談でも結構ですが１日前電話を

七条大橋の１００歳の誕生日が
近づいた。貴方は、

その橋にに何をしてあげられますか？


